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こ
と
し
の
青
少
年
感
動
芸
術
劇
場
の

主

役

は
、
市
内
の
小
学
生
と
女
声
コ
ー
ラ
ス

の
み
な
さ
ん
。
プ
ロ
の
オ
ペ
ラ
歌
手
を
交
え

て
、「
心
に
残
る
日
本
の
歌
〜
21
世
紀
も
歌
い

継
ぎ
た
い
日
本
の
う
た
〜
」
と
題
し
た
手
作

り
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
舞
台

に
立
つ

主
役

た
ち
は
、
昨
年
10
月
か
ら

プ
ロ
の
歌
唱
指
導
を
受
け
て
特
訓
を
開
始
。

２
月
11
日（
祝
）
の
本
番
に
向
け
た
準
備
に
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

小
学
生
で
出
演
す
る
の
は
、
成
田
小
学
校

最
初
に
登
場
す
る
の
は

成
田
小
学
校
合
唱
部
の

１
１
９
人

主
役
　
は
市
民

昨
年
10
月
か
ら
特
訓
を
開
始

合
唱
部
１
１
９
人
の
子
ど
も
た
ち
。
コ
ン
サ

ー
ト
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
「
花
」
な
ど

の
唱
歌
や
童
謡
を
、
振
り
付
け
も
交
え
て
10

曲
歌
う
予
定
で
す
。

練
習
は
、
朝
と
放
課
後
に
学
校
の
音
楽
室

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
顧
問
の

伊
藤
悦
子
先
生
に
代
わ
り
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手

の
森
靖
博
さ
ん
が
学
校
ま
で
足
を
運
び
指
導

に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
練
習
開
始
前
は
、

子
ど
も
た
ち
で
満
杯
の
音
楽
室
か
ら
聞
こ
え

て
い
た
お
し
ゃ
べ
り
の
声
も
、
ピ
ア
ノ
の
音

が
聞
こ
え
る
と
静
か
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も

一生懸命歌うから聴きにきてね
成田小学校合唱部
部　長　篠原恵美さん（6年・中）
副部長　椿　紗弥さん（6年・左）

加藤汐織さん（6年・右）

青少年感動芸術劇場に出演することが決
まってから、朝と放課後に練習を積んでき
ました。歌うことは大好きなので、早起き
も苦になりません。歌う10曲の中では、オープニングの｢花｣と｢翼をくだ
さい｣が、明るくて好きです。もう本番まで日が無いけれど、一生懸命練
習してがんばって歌うから、みなさん私たちの歌を聴きにきてください。

♪主役たち
からメッセージ

歌と振りを合わせるのってむずかしい

青少年の情操教育の一つとして、生の芸術鑑賞の機会を通じ
て感動を体験してもらおうと開催されてきた青少年感動芸術劇
場。ことしは市民が出演者となってコンサートが開催されます。
本号ではその練習現場を訪ね、本番に向けた練習の様子と、
出演者たちのコンサートに賭ける熱意を追ってみました。

心
に
残
る
日
本
の
歌
〜
21
世
紀
も
歌
い
継
ぎ
た
い
日
本
の
う
た
〜

11
日
の
本
番
に
向
け
特
訓
中
！
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日
時
＝
２
月
11
日（
祝
）
午
後
２
時
開
演（
午

後
１
時
30
分
開
場
）

会
場
＝
国
際
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

出
演
者
＝
塚
田
佳
男（
企
画
・
構
成
・
ピ
ア

ノ
・
司
会
）、
西
野
薫（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
松
本

薫（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
大
国
和
子（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ

ノ
）、
森
靖
博（
テ
ノ
ー
ル
）、
若
林
浩（
バ

リ
ト
ン
）、
三
浦
克
次（
バ
ス
）、
平
塚
洋
子

（
ピ
ア
ノ
）、
女
声
合
唱
な
り
た
、
成
田
小

学
校
合
唱
部

入
場
料
＝
一
般
１
、
５
０
０
円
、
高
校
生
１
、

０
０
０
円
、
中
学
生
５
０
０
円
、
小
学
生

以
下
無
料
（
全
席
自
由
）

前
売
り
所
＝
生
涯
学
習
課（
市
役
所
５
階
）、

国
際
文
化
会
館
、
ボ
ン
ベ
ル
タ
百
貨
店
成

田
４
階
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ジ
ャ
ス

コ
成
田
店
１
階
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
、

ヨ
ネ
ダ
カ
メ
ラ
店
、
ジ
ャ
ス
コ
イ
オ
ン
成

田
Ｓ
Ｃ
２
階
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

心
に
残
る
日
本
の
歌

〜
21
世
紀
も
歌
い
継
ぎ
た
い
日
本
の
う
た
〜

Ⅰ　三代の唱歌より
花 成田小学校合唱部
荒城の月 若林　浩
青葉の笛 三浦克次
富士山 成田小学校合唱部
紅葉 〃
朧月夜 〃
海 〃
故郷 〃
蛍 松本　薫
牧場の朝 大国和子
母の歌 女声合唱なりた

Ⅱ　日本の名歌集より
椰子の実 森　靖博
赤とんぼ 西野　薫
この道 若林　浩
早春賦 松本　薫
叱られて 森　靖博
浜辺の歌 西野　薫
お菓子と娘 大国和子
宵待草 松本　薫
平城山 三浦克次
ちんちん千鳥 西野　薫
落葉松 女声合唱なりた

Ⅲ　童謡の移り変わり
月の砂漠 西野・森・女声合唱なりた
砂山 成田小学校合唱部
かなりや 松本　薫
みかんの花咲く丘 大国和子
里の秋 若林　浩
めだかの学校 成田小学校合唱部
サッちゃん 三浦克次
まっかな秋 森　靖博・若林　浩
アイアイ プロ全員・成田小学校合唱部

Ⅳ　愛唱歌より
夏の思い出 女声合唱なりた
雪の降る町を 〃
さくら貝の歌 松本・女声合唱なりた
長崎の鐘 森・女声合唱なりた
山小屋の灯 若林・女声合唱なりた
夜明けの歌 大国和子
翼をください 成田小学校合唱部
津軽海峡・冬景色 西野・三浦・女声合唱なりた
いい日・旅立ち 松本・森・女声合唱なりた
川の流れのように 全　員

た
ち
の
目
は
指
揮
者
に
注
が
れ
、
い
つ
の
ま

に
か
表
情
豊
か
に
歌
う

主
役

に
変
身
で

す
。
特
に
童
謡
「
ア
イ
ア
イ
」
の
練
習
で
見

せ
た
、
自
分
た
ち
で
考
え
た
振
り
を
付
け
て

楽
し
そ
う
に
歌
う
笑
顔
に
、
本
番
で
の
成
功

を
予
感
し
ま
し
た
。

女
声
コ
ー
ラ
ス
で
参
加
す
る
の
は
、
市
内

の
サ
ー
ク
ル
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
有
志
で
結

成
さ
れ
た
「
女
声
合
唱
な
り
た
」
の
64
人
。

愛
唱
歌
を
中
心
に
11
曲
に
登
場
し
ま
す
。
中

に
は
、
プ
ロ
歌
手
に
コ
ー
ラ
ス
を
付
け
る
曲

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

練
習
は
週
１
回
、
夜
、
中
央
公
民
館
や
市

役
所
大
会
議
室
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
場

の
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
す
べ
て
自
分
た

ち
で
行
う
姿
に
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
か
け

手
作
り
コ
ン
サ
ー
ト
に
賭
け
る

「
女
声
合
唱
な
り
た
」

♪主役たち
からメッセージ

熱のこもった練習が夜遅くまで続きます

る
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
練
習

で
は
、
森
靖
博
さ
ん
が
指
導
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
や
さ
し
く
丁
寧
な
、
そ
し
て
時
に
は

厳
し
い
歌
唱
指
導
を
受
け
て
、
本
番
が
待
ち

遠
し
い
と
い
っ
た
様
子
の
み
な
さ
ん
。
大
勢

の
人
の
前
で
歌
う
期
待
と
不
安
が
交
差
す
る

中
、
彼
女
た
ち
の
練
習
は
、
本
番
直
前
ま
で

続
き
ま
す
。

明
治

プログラム

大
正

昭
和

青少年感動芸術劇場

心に残る歌を歌いたい
女声合唱なりた
部　長　玉江ちづさん（右）
副部長　公文京子さん（左）

わたした
ちは、それ
ぞれ所属グ
ループが違
いますし、
夜の練習も
初めての人が多いので、夕方6時30分に練
習を開始するのは大変ですね。主婦にとっ
ては忙しい時間帯でもあり、働いている人
も多いですから。それと、与えられた11も
の曲の歌詞を覚えるのも一苦労です。
森先生の指導は、とても厳しいけれど、
やさしい笑顔のおかげで何とかここまでつ
いてこられました。今は殺伐とした世の中
ですが、公演のタイトルにもあるように、
わたしたちの歌う“日本の歌”が、聴く人
の心に残ってくれるといいですね。お友達
も誘って、ぜひ聴きにきてください。

内
容
を
一
新
し
た
こ
と
し
の
青
少
年
感
動

芸
術
劇
場
。

主
役

と
な
る
子
ど
も
た
ち

や
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
み
な
さ
ん
は
、
本
番
を

目
の
前
に
、
最
終
調
整
の
真
っ
最
中
で
す
。

あ
な
た
も
新
し
い

主
役

た
ち
の
晴
れ
の

舞
台
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
青
少
年
感
動
芸
術
劇
場
に
つ
い
て
く
わ
し

く
は
生
涯
学
習
課（
1
20
‐
１
５
８
３
）
へ
。


